

























文部科学省が平成 23 年度に 5,300 万円を計上して始めた「高校生の留学等
を通じたグローバル人材育成のための取組」は、平成 24 年度には 23,700 万円
に予算を増額して推進されている。筆者は、その一環の「国際的視野の涵養と
留学機運の醸成事業」参加校である兵庫県立 K 高等学校にお招きいただき、




































ロブマンとランキスト（Lobman & Lundquist, 2007）からシーンの例を引く。






























けて作品を発表した。また 1930 年代には演劇人向け「シアター ･ ゲーム」も
紹介され、俳優、コメディアン、演出家などがトレーニングに使っている。


































































学校の規則を 1 つ 1 つひっくり返してインプロ ･トレーニングのシラバスにし
た。「学校では将来を見据えるように教えられたので、1 語以上先を予測不能
にするゲームを考えた。学校では『コピー』するとカンニングだと言われる。
だから互いに真似し合うゲームも作った」（Johnstone, 1994, p. xi）。






















接領域 ZPD, zone of proximal development）を作り出すと主張した。人がいま












































































筆者は、平成 24 年 3 月 11 日、「国際的視野の涵養と留学機運の醸成事業」
の一環として、兵庫県立 K 高等学校で 80 分の講演を行った。
講演の参加者・研究の協力者　K 高校は、創立 100 周年を迎えた伝統ある進学














イクスタンドを半円形に囲むように椅子を 24 脚、配置してもらった。2 年生 8
クラスから「英語力は問わないし、特別な能力は必要ないので、人前に出るこ


























この講演用に A4 版 4 ページのハンドアウトを用意した（資料 1）。内容は多
めに準備しておいて、講演中に時間や参加生徒のようすを見ながら、どの内容






0 分 1. はじめに 「私はみなさんが考えるための場の設定をしたいと思っ
て、アクティビティを準備してきました。」
3 ①筆者の背景 ハンドアウトの地図を見ながら、筆者の背景を説明。





いるから。I think there are two kinds of questions: one is 




“We’ll use both English and Japanese today.”
“Do it and feel it; only after that, talk and think about it to-
gether.”
“The most important goal is to let your partners have a 
good time.”





12 生徒 24 名登壇
③ Performing self- 
introduction
24 名の生徒が 1 人 1 人自分の名前を言いながら、自分
の趣味や性格や気分などを表すジェスチャーや動作を 1
つ行う。他の人は、その名前と動作を繰りかえす。

























ステージでもフロアでも、生徒が 2 人組になり A 役 B
役を決める。A は空想上の箱を持つ、B が英語で中身を
尋ねる、A は B が喜びそうなものを箱から出す、出し




途中で A と B の役割を交換する。





54 ③ Use ハンドアウトの穴埋め問題をやりながら、文脈が文の意
味に影響を与えることについて解説。
64 4. One word ステージでもフロアでも生徒が 2 人組になり、英語で交
互に 1 語ずつ言ってストーリーを作る。1 つめの題は
“Into the jungle”で、生徒たちは、すぐに森に入りモン
スターなどに遭遇するストーリーを作っていた。2 つめ
の題は“A secret of Mr. X”だった。
















































‘We （went for a walk） …’ ‘Are （nice people） …’ ‘Going （to the circus） …’ 
‘Away （for a holiday） …’ ‘To （the country） …’ ‘Explore （the Amazon） …’ ‘A 






覧にして、学年ごとに通し番号を付けた（1 年生は 1001~1305、2 年生は 2001










重要なキーワードを見逃していないか確認するために、IBM® SPSS® Text 
Analytics for Survey を使って、データ中の頻出語について大まかな特徴を把握












合計 580 件（1 年生分 305 件、2 年生分 275 件）の総文字数は 107,240 字で、








いて「イルカの調教」71 件、「ワンワード」56 件、「3.11」39 件、「Use」28 件、



































が 158 件あった。これら 158 件の感想から再度キーワードを抽出し、下位カテ
ゴリーを立ち上げた。分類の一例を下に示す。
この結果、細分化された 398 件（感想 1 件あたり平均 2.52 件）の記述が、7







活動 全体 PSI DT MB Use OW 3.11 他 計
単独 367 9 24 9 7 17 7 2 442
+ 他 115 14 47 15 21 39 32 5 288
計 482 23 71 24 28 56 39 7 730
「単独」＝ 1 つのゲームについてのみ、または全体についてのみ述べられている感想
　　PSI=performing self-introduction; DT= dolphin training; MB=magic box;



















下 位 カ テ ゴ リ ー 件数 下 位 カ テ ゴ リ ー 件数
a. 楽しさ ･充実感 119 e. 協働  36
b. 体験型 ･参加型の活動 116 f. 講演の形式が持つ意味  31
c. 講演一般へのマイナスイメージ  48 g. 他  11























































































































































































































































たけど、2 人で 1 つの文をつくるのは、とても楽しかったです。」（2063）
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